
 

１．「子どもの甲状腺がんの実態」 

ＦoＥJapan 代表理事 満田夏花氏 

２．「避難者支援の現状と課題」 

避難の協働センター事務局長 瀬戸大作氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 酷暑が続いています。 

７月末、九州北部は豪雨に襲われ、大きな

被害がもたらされました。被害に遭われた皆

様に、心からお見舞い申し上げます。 

６年前、多くの犠牲者を出した東日本大震

災、未だ被災地は復興途上にあります。さら

に世界最悪の東京電力福島原子力発電所の事

故は、廃炉の見通しも立たず、増え続ける汚

染水のタンク、低レベルの汚染土さえ処理場

が見つからないまま、政府、電力会社は原発

の再稼働を急いでいます。「東京オリンピック

まであと３年」のかけ声が高まる中、被災地、

中でも福島の現実は、忘れられていくかのよ

うです。しかし、福島の今は決して他人事で

はありません。 

富士見市民ネットワークは、富士見市内の

子どもたちが多く立ち入る公園を中心に放射

能の空間線量を計りました（計測結果を右に

掲載しました）。県内には放射線量の高いとこ

ろもあり、今後も定期的に市内を計測してい

きたいと思います。 

 再生可能なエネルギーで発電を進めるな

ど、より安心で安全な地域に、子どもたちの

未来を託せるよう、施策が取られる必要があ

ります。 

●富士見市のホームページには 6 年前のデータから載っ

ています。 

 

   

 

富士見市内の放射線濃度の計測結果 

講演後の 

ディスカッション 

 学習会主催の市民の会実行委員会に、私た

ち富士見市民ネットワークも参加しました。 

プログラムは、二部構成で２人の講演と質

問に応じたデイスカションでした。 

講演１では、まず FoEJapan の活動方針とし

て原発事故被害の可視化、エネルギー政策の転換

「環境に負荷を与えない」を目指していると紹介

があった。 

主な活動内容は①子どもの放射線の年間許容量

を 20 ミリシーベルトより厳しい数値にすること

②自主避難者への一部賠償③県内外原発避難者の

保養活動への支援（福島ぽかぽかプロジェクト） 

2012 年「原発事故子ども・被災者支援法を国

は制定した。この中では一人一人丁寧な検査の重

要性、居住の自由、生活再建の保障など定めてい

る。 

現在、甲状腺癌の疑いのある子どもは 191人、

手術後確定者は 152 人。検査希望者に応じきれ

ていない。チェルノブイリに見られるように発症

時期は定まらず、生涯にわたる検査・治療が必要

である。 

講演２では国からの住宅支援が今年３月で打ち

切られた後、自主避難者が追い込まれた実態につ

いて。主に自主避難母子世帯の生活が追い詰めら

れた状況、居場所がない、相談相手がいない貧困状

況にある。「避難の協働センター」で相談会をやっ

ているが、国・自治体でも実態把握ができていない

中、本人の申し出で生活困難・自立支援から繋がる

場合がある。自主避難者への風当たりが厳しく、個

人情報の壁に阻まれている。 

ディスカッションで明らかになったが、避難母子

世帯の多くが貧困状況で、自殺、疾病者も多く国に

正確な実態把握と支援が求められる。2020年まで

に除染の見通しのない所に帰宅させることをめざ

すのではなく、安心して生活できるように支援をす

る必要がある。 

避難している方々は、原発事故で着のみ着のまま

あの日からもう６年 福島の現状を知る学習会 
 

故郷を追われ生業、

人間関係、家族もバ

ラバラにされ、故郷

に帰るに帰れない状

況に追い込まれた。 

   

 

 

 

◆おしゃべりタイム 

9 月 20 日（水）13 時 30 分～ 

10 月 25 日（水）10 時～ 

場所：いずれも西交流センター集会室 

内容：井戸端会議 
（ちょっぴりお菓子付）       

参加お申込み・お問い合わせは  

電話/049-255-4236 
 

富士見市民ネットワーク インフォメーション 

安心で暮らしやすいまちづくりのために、知恵を出し合い自ら考え

行動する市民グループ、富士見市民ネットワークにあなたも参加

しませんか。（年会費 1500 円） 

 

イスラエルから来たユダヤ人家具職人 

ダニー・ネフセタイさん（秩父在住）講演会 

「国のために死ぬのはすばらしい？」 
日 時：9 月 23 日（土・祝） 10 時 30 分～12 時 30 分 

場 所：コピスみよし・ミニホール 

主 催：生活クラブ 富士見・三芳支部 

問い合わせ・申し込みは生活クラブ所沢センター 

電話 049-259-5583 

 

参加費無料  

先着 110 名 



富士見市民ネットワークは、このたび会員に呼びかけ、 

福島を忘れない！全国シンポジウム実行委員会主催の 

「福島を忘れない！シンポジウム」に 5 名が参加しました。 

 

  

 

査した現地報告を白石草さんがしてくれて、福島被

災地との比較、方向性を示された。 

 被災時、請戸小学校の子どもたちが目指して逃げ

た大平山は、新たにコミュニティ広場になり、震災

被災死者の墓所も設けられ穏やかな海が一望でき

る。残留放射線量の多少によって富岡町は復興が進

み、川俣町、飯舘村、大熊町との格差が生じている。

同じ被災自治体としての連携が難しく感じられた。 

最後に福島駅前で、被災された福島の町村の皆さ

んが「私たちを忘れないで、また来てください」と

言ってくれました。 

他所事ではなく、原発のある限りどこでも被災地

になりうると改めて肝に銘じました。  （K） 

 

 ふたたび 

１年ぶりの福島は、全く変わらないところと急激

な変貌を遂げているところと二分していた。 

 町村議員からの発言は、被災住民の気持へ配慮し

ない国・県・東電への諦めが滲んでいた。住民から

は裁判の原告となり、あくまでも国、東電の責任を

追求せずにいられない思いが伝わった。またチェル

ノブイリの影響について医療機関、学校、家庭を調

福島を訪れて 

 地震と津波そして原子力発電所の事故による被

害、埼玉に住んで、メディア経由の情報では知って

いるつもりだったが、実際に地元の声を聴き、被災

地を訪問すると、迫ってくるものが全く違っていた。 

 津波に襲われ、全て流され、荒野に戻ったかのよ

うな被災地に呆然とした。一方、緑の多い日本のど

こにもあるような一見平和に見える風景なのに、放

射線量が高くて人が住めない地域の広さに胸が痛ん

だ。国道でも駐停車を禁止しなければならないほど

の放射能が降っていたのだ。 

 昔、原発が今ほど多くない頃から電力会社や原発

メーカ、学者は「原発は絶対安全だ、事故は起こら

ない、放射能は漏れない」とずっと言ってきた。原

発に反対、懸念する市民・科学者側は、工学上絶対

はあり得ない、「もしリスクゼロなら東京・新宿に原

発を建設すれば良い」と攻めていたことを思い出す。 

 今回の訪問で、福島の被害者には今後長く支援が

必要であること、原発は日本から無くさねばならな

いことを痛感した。  （H） 

 

 

 
 第一印象は、周りは山ばかりだということ。国は

放射線の除染を進め、避難区域解除の町村が出てき

ているが、本当に大丈夫だろうか。山は除染の対象

外。線量、表面を削ぎ土を入れ替えた地表は低くて

も、地上 1 メートルは高い。ここに住む住民のこ

とを考えて進めている政策なのだろうか疑問を持

った。 

 ６号線沿いには、放射線廃棄物が黒いビニール袋

に入れられて５段に積み重ねられている。国が主導

でやった地域では保存場所の田んぼの持ち主にお

金が払われているという。ほかの田んぼは、草を刈

り維持することに苦労している、が無料。長い間使

われていない田んぼは、果たして田んぼとして復活

できるのだろうかと不安を訴えていた。避難のあり

様、子どもたちの健康診断などにも差別が見え、住

民の分断が進んでいると感じた。 

 震災被害に加えてこれだけの放射能被害をだし

ながら、原子力発電所の再稼働が進められているこ

とに怒りが湧いてきた。回った町村では、太陽光発

電設備を屋根に取り付けている家庭が目についた。

なぜ日本中で同じ方向を向けないのだろうか。（M） 

 

 

怒りが、涙が 

 ２日目は早朝から現地見学だった。震災以来、現

地に出かけボランティアに関わる機会が持てないで

いたのでいい機会と思い参加した。 

 福島市から飯館村、浪江町（浪江町内はいまだ通

行が解除されないところがあり南相馬市を迂回）葛

尾村、国道６号線に沿って双葉町、大熊町、富岡町、

楢葉町、広野町、いわき市まで各町村議員さんの説

明を受けながら回った。 

ふるさと 

新幹線の車窓から眺める阿武隈山脈は昔と変わり

なく、青い稜線をなだらかに横たえていた。故郷が福

島といいながら、震災の罹災地には今回が初めての見

学会である。その山の裏側には、新聞報道以上の、私

が想像もしなかった悲惨な現実が隠れていたのであ

る。 

被災から早くも 6年、矢継ぎ早に避難解除が報じら

れる。アンダーコントロールの宣言と引き換えに誘致

したオリンピックも、３年後に迫ってきた。建設の遅

れが指摘されるなか、被災現地の労働力や重機・資材

が東京に移動するのは目に見えていて、さらなる復興

の遅れが懸念されるようになってきた。 

現地にはシャッターが降りたままの店や、空き家の

ままの家が目立っている。なによりも、医療機関の空

白が帰還を鈍らせているらしい。今も数万人が県内外

で避難を続けている。「ふつうの暮らし」がままなら

ない現実に、果たして何人が故郷に戻るのだろうか、

未知数である。場合によっては、消滅する自治体も生

まれるのではないだろうか。 

原発は一度事故が起きれば、無数の人たちの人権を

奪う凶器であることが歴然とした。にも関わらず、国

や電力事業者は原発推進の方針を変える気はなさそ

うだ。オーストリアでは国民投票で原発の稼働が否決

されたので、原発の建設を禁じる法律が制定された。 

私達こそ、国の将来を判断する主権者である。この

６年の現実を検証して、さらなる議論と運動を高める

必要性を改めて認識させられた。 

（H） 

 

 

あれから 6 年  

福島を訪ねて 

日程は 7 月 15・16 日で、1 日目は被災された地区の 

現場報告 3箇所と講師白石草氏による講演「チェルノブイリと福島」でした。 

交流会では多くの方々がお話をしてくださいました。 

 2 日目は現場視察。バスで福島駅から川俣町・飯館村・南相馬市・浪江町・双葉町・大熊町・富岡町・

樽葉町・広野・いわき市と回りました。途中 5ケ所に止まり、まだそのままの場所・ 

復興をはじめている所を見てきました。以下参加された皆さんの感想を掲載します。 

 

 

講師の白石氏 

浪江町大平山から小学校を望む→ 

浪江町の最高値の線量 

大平山の募名碑 

浪江町役場前の線量計 
 

 


